
合格アシストノート
第１予想　第３問

解き方

Step 1 ●まず、未達事項の仕訳を書いてみましょう。

本店側未達事項

２． （ ） 〔 〕 （ ） 〔 〕

３． （ ） 〔 〕 （ ） 〔 〕

４． （ ） 〔 〕 （ ） 〔 〕

支店側未達事項

１． （ ） 〔 〕 （ ） 〔 〕 ⇒期末棚卸高に算入

５． （ ） 〔 〕 （ ） 〔 〕

Step 2 ●下記勘定（Ｔフォーム）に転記し、推定箇所を推定します。

支　　　店 本　　　店
Ｔ/Ｂ ￥646,000 ３． （ ） Ｔ/Ｂ 各自推定
２． （ ） ４． （ ） （　　　　） （ ）

 （　　　　） 一致
１． （ ）
５． （ ）

本店より仕入 支店へ売上
Ｔ/Ｂ ￥240,000

 （　　　　） 一致 （　　　　） 
Ｔ/Ｂ 各自推定

１． （ ） （ ）

Step 3 ●決算整理仕訳を行い、残高試算表に直接加減します。
　　　 　→�実際には問題用紙（Ａ）に記入します。また、減価償却費など、決算時に新たに生じる項目は答案用紙に直

接記入します。

Step 4 ●内部利益の計算を行い、次のボックスを完成します。

＊　（22,800＋〔　　　　〕）× 
0.2

＝（　　　　　）〈期末商品の内部利益〉
1.2

仕　　　　　入

○首 ：Ｐ/Ｌ 売原
Ｔ/Ｂ 本　　店： 　192,000 （ ）
繰越商品→ 支　　店： 　88,000 ⇒Ｐ/Ｌへ

内部利益： △（� ）
合　　計： 　（� ）

当期仕入：Ｐ/Ｌ
Ｔ/Ｂ 本　　店： 　（� ） ○末 ⇒Ｂ/Ｓへ
仕　　入→ 支　　店： 　（� ） 本　　店： 　� 256,000

合　　計： 　（� ） 支　　店： 　（� ）
内部利益： △（� ）＊

合　　計： 　（� ）



解き方

Step 0 ● 主要項目についてＴフォームを書きます。また、主要項目以外は「その他」とします。
Step 1 ● 伝票に記入された取引をＴフォームに転記します。
Step 2 ● すべての取引を記入したあと、合計を算出し、答案用紙に記入します。

売　上 売　掛 受　手
〔 〕 〔 〕 〔 〕 〔 〕 〔 〕 〔 〕

〔 〕 〔 〕 〔 〕
〔 〕 〔 〕 〔 〕
〔 〕 〔 〕

〔 〕
〔 〕 〔 〕

呉 山　口 福　山
〔 〕 〔 〕 〔 〕 〔 〕 〔 〕 〔 〕

〔 〕 〔 〕

支　手 買　掛 仕　入
〔 〕 〔 〕 〔 〕 〔 〕 〔 〕 〔 〕

〔 〕 〔 〕 〔 〕
〔 〕 〔 〕 〔 〕
〔 〕 〔 〕
〔 〕
〔 〕 〔 〕

現　金 そ　の　他
〔 〕 〔 〕 202 （ ） 〔 〕 102 （ ） 〔 〕
〔 〕 〔 〕 203 （ ） 〔 〕 304 （ ） 〔 〕
〔 〕 〔 〕 205 （ ） 〔 〕 304 （ ） 〔 〕
〔 〕 〔 〕
〔 〕 〔 〕
〔 〕 〔 〕

当　預
〔 〕 〔 〕

〔 〕

〔 〕

202 102
203 304
205 304

合格アシストノート
第１予想　第２問

第１予想　第４問
解き方

Step 1 ●まず、指図書別原価計算表を書いて必要な計算をしましょう。
102 102－2 103 104 計

○初 229,000 ─ ─ ─ 229,000

○材 ─

○労
○間
計 ① ②

Step 2 ●月末は先、完成品原価と売上原価は差額で求めます。
仕掛品 製　品

月初仕掛品 完成品原価

（差額）

月初製品 売上原価

（差額）
当月製造費用 完成品原価

月末仕掛品 月末製品

＃104（１月末に未完成）
　（　②　）円

＃103（１月中に未販売）
　（　①　）円



解き方

Step 0 ●�Ｔフォームは取引が多い勘定（現金・受取手形・売掛金・支払手形・買掛金・売上・仕入）についてだけ作成
します。その他の勘定は、「その他」と書いて縦線を引いておきます（下記参照）。

Step 1 ●�まず、Ｔフォームに、問題文（A）の期首残高を記入します（○首 の部分に記入）。
Step 2 ●�次に、特殊仕訳帳と普通仕訳帳の金額をＴフォーム等に記入します。このとき、二重仕訳に注意し、二重転

記しないようにしましょう。
Step 3 ●�すべての取引の記入後、残高を計算し、答案用紙に記入します。

仕　入 買　掛 支　手

○首 ○首
〔　　　　〕 〔　　　　〕 〔　　　　〕 〔　　　　〕 〔　　　　〕

〔　　　　〕 〔　　　　〕 〔　　　　〕

○末
〔　　　　〕 〔　　　　〕

〔　　　　〕

○末
〔　　　　〕

売　上 売　掛 受　手

○首 ○首
〔　　　　〕 〔　　　　〕 〔　　　　〕 〔　　　　〕 〔　　　　〕

現　金 〔　　　　〕 〔　　　　〕

○首 〔　　　　〕 〔　　　　〕 ○末
〔　　　　〕 〔　　　　〕 〔　　　　〕

〔　　　　〕

○末
〔　　　　〕 ○末 〔　　　　〕

〔　　　　〕

そ　の　他

（ ） 〔 〕 （ ） 〔 〕

（ ） 〔 〕 （ ） 〔 〕

（ ） 〔 〕

（ ） 〔 〕

（ ） 〔 〕 （ ） 〔 〕

（ ） 〔 〕 （ ） 〔 〕

注意点 	勘定科目は適当に省略して書きましょう。
	 （例１）売買目的有価証券 →「売目有証」
	 （例２）支払手形→「支手」　　　　　　　など

合格アシストノート
第２予想　第２問



合格アシストノート
第２予想　第４問

解き方

部門共通費の配賦：

○減 ○保 ○電

1,123,000
＠112.3

10,000

○切� 4,100 460,430

500,500
（ ）

○切�

1,310,400
（ ）

○切�

○組� 3,800 426,740 ○組� ○組�

○動� 1,200 （ ） ○動� ○動�

○事� 900 （ ） ○事� ○事�

補助部門費の配賦（直接配賦法）：

○動 ○事

1,651,300 490
○切� 300 （ ）

（ ）
○切� （ ）

○組� 190 （ ） ○組� （ ）

第２予想　第５問
解き方

第１工程：

○平　　　生産データ� （個）

512,000 月初� 2,300 当月完成

241,400 （　　　　） 14,600 （ ）

当月投入

4,228,000 仕損

2,746,000 （　　　　） （　　　　）

月末 （ ）

（　　　　） （ ）

第２工程：

○先　　　生産データ� （個）

月初 当月完成

（　　　　） 14,000 （ ）

当月投入

（　　　　）

（　　　　）

月末 （ ）

（　　　　） （ ）

等級製品の原価：

積　数

（　　　　）

Ａ
8,000×１

（　　　　）
…8,000 （ ）

Ｂ
6,000×（� ）

…（　　　） （ ）



合格アシストノート
第３予想　第３問

解き方

Step 1 ●�「未記入であった」「未処理であった」などの未処理事項（〔資料Ⅰ〕）から仕訳し、修正記入欄に記入します。
これは、貸倒れの見積りの際の売上債権残高などが変わることもあるためです。

Step 2 ●決算整理事項について仕訳し、修正記入欄に記入します。

　期末商品評価と売上原価：　

＠（　　）
○評

（　　　　）
○棚

（　　　　）

＠800

（　　　）個 （　　　）個

売 上 原 価：

期 首 商 品 （ 　 　 ）

当 期 仕 入 （ 　 　 ）

計 （ 　 　 ）

期 末 商 品 （ 　 　 ） ←帳簿有高

差引 （ 　 　 ）

○評 （ 　 　 ）

○棚 （ 　 　 ）

計；売上原価 （ 　 　 ）

　社債：
H23当期 Ｈ24 Ｈ28

　 ４／１ ３／31 ３／31
差額＊

（　　　）円
⑫カ月 ⑫カ月 ⑫カ月 ⑫カ月 ⑫カ月 ○６０カ月

償却原価法による加算額：

（　　　）円＊×
12カ月

＝（　　　）円
60カ月

　前払保険料：

Ｈ23 Ｈ24 Ｈ24

４／１ ９／１ ３／31 ８／31

再振替 支払分
⇒計（　　）カ月＊１

　Ｔ/Ｂの支払保険料（　　）カ月 （　　）カ月

当期分　12カ月 次期分（　　）カ月＊２ ⇒前払分

（　　　）円〈Ｔ/Ｂの支払保険料〉
×（　　）カ月＊２＝（　　　）円

（　　）カ月＊１



合格アシストノート
第３予想　第４問

解き方

Step 1 ●計算用紙に次の勘定を用意しましょう。
Step 2 ●素材勘定から順に計算し、完成させていきます。
Step 3 ●答案用紙に Step 2 の結果を記入すれば終了です。

素　材 仕掛品

○首 直材 ○首� （　　　　　） 製品

（　　　　　） （　　　　　） 直材 （　　　　　）

購入原価 間材 （　　　　　）

代価（　　　　　） （　　　　　） 直労

引取費（　　　　　） 棚 （　　　　　）

（　　　　　） （　　　　　） 直経� （　　　　　）

○末実地 製間 ○末
（　　　　　） （　　　　　） （　　　　　）

賃金・手当 製／間

当期支給 期首未払 間材 仕掛品

（　　　　　） （　　　　　） （　　　　　） （　　　　　）

期末未払 直労 間労

（　　　　　） （　　　　　） （　　　　　）

賃率差異 間労 間経 原価差異

（　　　　　） （　　　　　） （　　　　　） （　　　　　）



合格アシストノート
ウラ予想　第３問

解き方

　未処理事項の仕訳：�
　　「未記帳であった」「未処理であった」などの取引は定型的な仕訳ではないため書き出しておきます。

　１．剰余金の処分

繰 剰 〔 〕 （ 　 ） 〔 〕

（ 　 ） 〔 〕

（ 　 ） 〔 〕

（ 　 ） 〔 〕 （ 　 ） 〔 〕

（ 　 ） 〔 〕

　２．研究開発費計上

（ 　 ） 〔 〕 （ 　 ） 〔 〕

　３．試用販売

（ 　 ） 〔 〕 （ 　 ） 〔 〕

（ 　 ） 〔 〕 （ 　 ） 〔 〕

　５．期末商品の評価

＠￥250
○評

（　　　　）
○棚

（　　　　）

＠（　　　）

（　　　）個 （　　　）個

売上原価（仕入）：

期 首 商 品 （ 　 　 ）

当 期 仕 入 （ 　 　 ）

計 （ 　 　 ）

期 末 商 品 （ 　 　 ） ←帳簿有高

差引 （ 　 　 ）

商 品 評 価 損 （ 　 　 ）

合計 （ 　 　 ）

　７．満期保有目的債券

H24（当期） Ｈ24 Ｈ28

７／１ 12／31 12／31
￥1,800 ⑥カ月 ⑫カ月 ⑫カ月 ⑫カ月 ⑫カ月 （　　）カ月＊

償却原価法による償却額：

1,800×
６カ月

＝（　　　）円
（　　）カ月＊



合格アシストノート
ウラ予想　第４問

解き方

Step 1 ●生産データを作り、当月投入量＊を求めます。
生産データ

月初� 250 完成 ※総合原価計算の生産データを作るのと同じです。
（　50） 1,200

当月投入＊

○ａ�（  　　　） 月末� 300
○ｂ�（  　　　） （　150）

Step 2 ●当月投入量に基づき、当月標準材料消費量と当月標準直接作業時間を求めます。
当月標準材料消費量：（　　　）個×４㎏=（　　）㎏＊１

　　　　　　　　　　 　　　○ａ　　 資料１から

当月標準直接作業時間：（　　　）個×２時間=（　　）時間＊２

　　　　　　　　　　 　　　○ｂ　　  資料１から

Step 3 ●差異分析図を書いて差異分析をします。このとき上記の＊１、＊２が必要です。

＠（　　）円 ＠890円
○価 （　　　　） ○賃 （　　　　）

＠600円 ＠（　　）円
○数

（　　　　）
○時

（　　　　）
（　　　）㎏

＊１　
5,100㎏ （　　　）時間

＊２　　
（　　　）時間

○よ （　　　　）

＠1,000 （　　）
（　　）

実（　　　　）

810,000

2,680時間 （　　　）時間（　　　）時間
＊２　　

解き方

Step 0 ●販売量をχ（個）として、直接原価計算のＰ / Ｌを作成します。（　　）内に適当な数字を入れてみましょう。
売上高（○売 ） ：@（　　　）円×χ個 ＝ 6,000χ
変動売上原価（○原 ） ：@（　　　）円×χ個 ＝ （　　　）χ
変動製造マージン（○マ ） ：@（　　　）円×χ個 ＝ （　　　）χ ○Ａ
変動販売費（○販 ） ：@300円×χ個 ＝ 300χ
貢献利益（○貢 ） ： 2,700χ
固定費（○固 ） ： （　　　　） ←合計金額

営業利益（○営 ） ： 2,700χ-24,300,000
※これを原価・営業量・利益関係（または CVP 関係）といいます。

Step 1 ●  CVP 関係さえわかれば、さまざまな計算が可能です。
（例）貢献利益：2,700χ、そして問２では χ＝ 12,000 個だから
　貢献利益：2,700×12,000個＝（　　　）円

また、変動製造マージンは
　（　　　）円（＝3,000×12,000個）　です。

Step 2 ● 損益分岐点も計算してみましょう。損益分岐点では営業利益は 0 となります。また、上のＰ / Ｌから営業利
益は 2,700χ－ 24,300,000 だから、

　　　　　　2,700χ－24,300,000＝０
　　　　　　　　　　　　　　χ＝（　　　）個

ウラ予想　第５問


